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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第54期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年６月30日

自平成19年４年１日
至平成20年３月31日

売上高（千円）  5,294,685 －

経常損失(△)（千円）  △96,373 －

四半期純損失(△)（千円）  △64,863 －

純資産額（千円）  34,888,478 35,105,592

総資産額（千円）  42,515,029 41,841,345

１株当たり純資産額（円） 2,238.95 2,252.87

１株当たり四半期純損失(△)

金額（円）
 △4.17 －

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
 － －

自己資本比率（％）  81.9 83.7 

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
906,363 －

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
 △355,615 －

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
 △59,383 －

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
 3,723,976 －

従業員数（人）  670 648

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

　　　　　　ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため、また、

　　　　　　四半期純損失であるため記載しておりません。

　　　　４．第54期連結会計年度は、連結子会社のみなし取得日が期末日であるため、連結損益計算書及び連結キャッシ

　　　　　　ュ・フロー計算書は作成しておりません。したがって、売上高、利益及びキャッシュ・フローに係る数値

　　　　　　は、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

  

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 670  

　（注）１．従業員数は就業人員であります。

 

 

(2）提出会社の状況

 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 549  

　（注）１．従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　イ　生産実績

　　　当第１四半期連結会計期間の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

 

品目別
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

前年同期比（％）

上水道関連（千円） 1,279,160 －

下水道関連（千円） 3,093,600 －

環境機器関連（千円） 287,776 －

住宅機器関連（千円） 290,088 －

電気機器器具関連（千円） 143,571 －

その他（千円） 657,447 －

合計（千円） 5,751,645 －

　（注）１．金額は、販売価格により記載しており消費税等は含まれておりません。

 

　ロ　商品仕入実績

　　　当第１四半期連結会計期間の仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

 　

品目別

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

 

前年同期比（％）

上水道関連（千円） 21,869 －

下水道関連（千円） 11,282 －

環境機器関連（千円） 407 －

住宅機器関連（千円） － －

電気機器器具関連（千円） － －

その他（千円） 136,605 －

合計（千円） 170,165 －

　（注）１．金額は、仕入価格により記載しており消費税等は含まれておりません。 

EDINET提出書類

前澤化成工業株式会社(E00861)

四半期報告書

 4/24



 

  　(2）受注状況

　　当社グループの主要製品は大部分見込生産でありますが、一部（水処理装置）については、受注生産を行って

　おります。

 

品目別

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

 

前年同期比（％）

環境機器関連

（水処理装置）

 受注高（千円） 18,513 －

 受注残高（千円） 17,800 －

　（注）１．金額は、販売価格により記載しており消費税等は含まれておりません。

 

 

(3）販売実績

　　当第１四半期連結会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

　

品目別
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

前年同期比（％）

製

品

上水道関連（千円） 1,168,230 －

下水道関連（千円） 2,790,282 －

環境機器関連（千円） 304,932 －

住宅機器関連（千円） 128,572 －

電気機器器具関連（千円） 137,801 －

その他（千円） 596,449 －

小計（千円） 5,126,269 －

商

品

上水道関連（千円） 20,575 －

下水道関連（千円） 12,402 －

環境機器関連（千円） 377 －

住宅機器関連（千円） － －

電気機器器具関連（千円） － －

その他（千円） 135,061 －

小計（千円） 168,416 －

合計（千円）  5,294,685 －

　（注）１．金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２. 総販売実績に対し、10％以上に該当する販売先はありません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　 

  

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1)　業績の状況

　　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融市場の混

　乱や、異常とも言える原油価格の高騰などにより、一層減速感を強めて推移いたしました。

　　当社グループの関連する上水道・下水道業界および住宅機器関連業界におきましては、引き続き低調な公共投

　資に加えて原材料価格の止めどない値上げ、さらには新設住宅着工戸数の減少と、以前にも増して厳しい環境と

　なりました。

　　このような状況の中、当社グループといたしましては、雨水処理分野において戸建住宅用の雨水マスおよび雨

　水浸透マスから大型の雨水貯留浸透施設まで、積極的な新製品開発で製品ラインナップの充実を図り「第３の水

　分野」確立に努めております。また、ビニヘッダーや基礎貫通スリーブ、排水用吸気弁などを中心とした排水シ

　ステム部材を、全国のハウスメーカーへ向けての新規開拓・拡販のため、組織再編により営業力強化を図ってお

　ります。

　　一方、さらなる生産体制の合理化と業務の効率化によるコストダウンに全力を傾注してまいりましたが、上水

　道・下水道製品の需要停滞が続いたため、原材料価格値上げにともなう製品販売価格への転嫁が難航し、業績改

　善には結びつきませんでした。

　　以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高52億94百万円、営業損失１億56百万円、経常損失96

　百万円、四半期純損失64百万円となりました。

 

(2)　財政状態の分析　　

　　当第１四半期連結会計期間末の資産は、主に、有形固定資産の減価償却などにより減少したものの、たな卸資

　産などが増加したことにより前期連結会計年度末と比べ６億73百万円増加し、425億15百万円となりました。

　　負債は、主に、支払手形及び買掛金や繰延税金負債の計上により前期連結会計年度末と比べ８億90百万円増加

　し、76億26百万円となりました。

　　純資産は、評価・換算差額等が増加したものの四半期純損失と剰余金の配当により前期連結会計年度末と比べ

　２億17百万円減少し348億88百万円となりました。

 

(3)　キャッシュ・フローの状況

　　当第1四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は37億23百万円となり

　ました。

　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　　営業活動の結果得た資金は、主に、たな卸資産５億50百万円の増加によるも、減価償却費４億67百万円の計

　上、売上債権４億52百万円の減少により、９億６百万円となりました。

　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　　投資活動の結果使用した資金は、主に、定期預金の払戻しによる収入20億20百万円によるも、定期預金の預入

　による支出21億円と有形固定資産の取得による支出２億58百万円により、３億55百万円となりました。

　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　　財務活動の結果支出した資金は、主に、短期借入金による収入４億50百万円によるも、短期借入金の返済によ

　る支出２億50百万円と配当金の支払２億39百万円により59百万円となりました。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期連結会計期間において、当社グループで事業上および財務上の対処すべき課題に、重要な変更ま

　たは新たに発生した事項はありません。

　 

EDINET提出書類

前澤化成工業株式会社(E00861)

四半期報告書

 6/24



(5)　研究開発活動

　　当第１四半期連結会計期間における研究開発費の総額は、１億17百万円（消費税等を除く）であり、平成20年

　６月30日現在における国内外の工業所有権の総数は、455件であります。

　　なお、当第１四半期連結会計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6)　経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　　当第１四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因はありません。
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第３【設備の状況】

(1）主要な設備の状況

　　当第1四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

   

(2）設備の新設、除却等の計画

　　当第1四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要

　な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

　ん。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第1四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在
　発行数（株）

（平成20年８月８日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,732,000 15,732,000
東京証券取引所

市場第一部 
－

計 15,732,000 15,732,000 － －

 

  

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

 平成20年４月１日～

平成20年６月30日
－ 15,732,000 － 3,387,300 － 6,363,390

 

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており 

ません。
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（６）【議決権の状況】

　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の内容が確認できないため、記載

　　することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

　　す。

 

①【発行済株式】

 平成20年６月30日現在

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式  －  － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  　183,100
－ －

 完全議決権株式（その他）  普通株式 15,531,800 155,318 －

 単元未満株式  普通株式 　　17,100 －  １単元（100株）未満株式

 発行済株式総数  15,732,000 － －

 総株主の議決権  － 155,318 －

　（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」の欄は、すべて当社保有の自己株式であります。

　　　　２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,400株（議決権14個）含まれ

　　　　　　 ております。

　　　　３．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が50株含まれております。

 

  

②【自己株式等】

 平成20年６月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所 

自己名義
所有株式数
（株） 

他人名義
所有株式数
（株）

 所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

前澤化成工業株式会社

東京都中央区八重洲二丁目

７番２号
183,100  －  183,100  1.2

 計  － 183,100  －  183,100  1.2
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 　５月 ６月

最高（円） 1,239 1,224 1,186

最低（円） 1,086 1,070 1,020

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

  

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　　　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年

　　内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　　　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日

　　から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビ

　　ューを受けております。

 　　 なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人

　　から名称変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,489,917 4,919,309

受取手形及び売掛金 8,421,470 8,877,845

有価証券 755,340 754,583

商品 66,872 38,796

製品 2,208,444 1,914,528

原材料 448,926 350,957

仕掛品 570,216 430,969

貯蔵品 36,046 44,793

繰延税金資産 298,761 253,405

その他 831,321 692,593

貸倒引当金 △25,300 △34,900

流動資産合計 19,102,017 18,242,881

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 8,711,612 8,710,062

減価償却累計額 △3,578,512 △3,497,948

建物及び構築物（純額） 5,133,100 5,212,114

機械及び装置 10,992,688 10,930,500

減価償却累計額 △8,459,167 △8,291,689

機械及び装置（純額） 2,533,521 2,638,811

工具、器具及び備品 17,089,891 17,014,993

減価償却累計額 △15,701,887 △15,518,553

工具、器具及び備品（純額） 1,388,004 1,496,440

土地 4,933,747 4,925,609

その他 230,503 237,530

減価償却累計額 △188,382 △184,127

その他（純額） 42,121 53,403

有形固定資産合計 14,030,493 14,326,377

無形固定資産

のれん 161,112 169,592

ソフトウエア 296,652 321,545

その他 16,942 16,999

無形固定資産合計 474,707 508,137

投資その他の資産

投資有価証券 8,243,127 8,025,631

その他 670,166 740,073

貸倒引当金 △5,483 △1,756

投資その他の資産合計 8,907,811 8,763,949

固定資産合計 23,413,012 23,598,464

資産合計 42,515,029 41,841,345
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,407,501 3,932,452

短期借入金 712,990 521,323

未払法人税等 20,211 38,047

賞与引当金 237,000 388,000

その他 1,429,281 1,128,574

流動負債合計 6,806,983 6,008,397

固定負債

長期借入金 74,880 86,460

繰延税金負債 598,144 481,563

役員退職慰労引当金 71,300 86,900

その他 75,242 72,431

固定負債合計 819,566 727,355

負債合計 7,626,550 6,735,752

純資産の部

株主資本

資本金 3,387,300 3,387,300

資本剰余金 6,363,390 6,363,390

利益剰余金 24,494,343 24,815,762

自己株式 △301,839 △301,839

株主資本合計 33,943,193 34,264,612

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 869,976 764,929

評価・換算差額等合計 869,976 764,929

少数株主持分 75,308 76,050

純資産合計 34,888,478 35,105,592

負債純資産合計 42,515,029 41,841,345
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 5,294,685

売上原価 4,003,111

売上総利益 1,291,574

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 452,622

給料及び手当 306,566

賞与引当金繰入額 85,590

その他 603,539

販売費及び一般管理費合計 1,448,318

営業損失（△） △156,744

営業外収益

受取利息 8,644

受取配当金 29,494

受取保険金 12,594

受取賃貸料 11,599

その他 12,936

営業外収益合計 75,269

営業外費用

支払利息 2,640

賃貸費用 8,998

その他 3,260

営業外費用合計 14,899

経常損失（△） △96,373

特別利益

貸倒引当金戻入額 6,373

特別利益合計 6,373

特別損失

固定資産除却損 252

ゴルフ会員権評価損 4,113

特別損失合計 4,366

税金等調整前四半期純損失（△） △94,367

法人税、住民税及び事業税 11,095

法人税等調整額 △39,856

法人税等合計 △28,761

少数株主損失（△） △742

四半期純損失（△） △64,863
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △94,367

減価償却費 467,886

のれん償却額 8,479

賞与引当金の増減額（△は減少） △151,000

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △15,600

受取利息及び受取配当金 △38,139

支払利息 2,640

売上債権の増減額（△は増加） 452,609

たな卸資産の増減額（△は増加） △550,461

仕入債務の増減額（△は減少） 460,636

その他の資産の増減額（△は増加） △63,605

その他の負債の増減額（△は減少） 393,536

その他 34,687

小計 907,302

利息及び配当金の受取額 38,221

利息の支払額 △2,129

法人税等の支払額 △37,031

営業活動によるキャッシュ・フロー 906,363

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,100,000

定期預金の払戻による収入 2,020,000

有形固定資産の取得による支出 △258,819

無形固定資産の取得による支出 △1,288

貸付けによる支出 △15,000

その他 △507

投資活動によるキャッシュ・フロー △355,615

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 450,000

短期借入金の返済による支出 △250,000

長期借入金の返済による支出 △19,913

配当金の支払額 △239,470

財務活動によるキャッシュ・フロー △59,383

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 491,365

現金及び現金同等物の期首残高 3,232,611

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,723,976
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

項　　目
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 該当事項はありません。

２．持分法の適用に関する事項の変更 該当事項はありません。 

３．会計処理基準に関する事項の変更 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産につ

いては、従来、主として総平均法による原価

法によっておりましたが、当第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月

５日）が適用されたことに伴い、主として総

平均法による原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定しております。

　この変更に伴う損益に与える影響は軽微で

あります。　

４．四半期キャッシュ・フロー計算書

　　における資金の範囲の変更
該当事項はありません。

 

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．棚卸資産の評価方法

　　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、

　実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎と

　して合理的な方法により算定しております。

　　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が

　明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切り

　下げを行う方法によっております。

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項

　目を重要なものに限定して算定しております。

　　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計

　年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著

　しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末おい

　て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用

　して算定しております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。

 

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

－  －

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第1四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

－

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定　　　　　　　　　5,489,917千円

　　預入期間が３ヶ月を超える　　　　　　　　　　　

    定期預金                        △2,521,280千円

    マネー・マネジメント・ファンド　　　755,340千円

　現金及び現金同等物  3,723,976千円
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（株主資本等関係）

  

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　

至　平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類 
当第１四半期連結

会計期間末株式数 

普通株式（株） 15,732,000

 

 

２．自己株式の種類及び株式数 

株式の種類 
当第１四半期連結

会計期間末株式数 

普通株式（株） 183,150

  

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

 

（決議） 株式の種類 配当金の総額 
1株当たり

配当額 
基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月24日

定時株主総会 
普通株式 256,556千円 16円50銭 平成20年3月31日 平成20年6月25日 利益剰余金 

 

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当第1四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

　力発生日が当第1四半期連結会計期間の末日後となるもの 

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第1四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日） 

　当社グループの事業は、事業区分が単一であるため、記載を省略しております。 

　 

 

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日） 

　在外子会社および在外支店がないため、記載を省略しております。 

 

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日） 

　海外売上高が、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

  

（有価証券関係）

　　当第１四半期連結会計期間末(平成20年６月30日)

　　　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

　　りません。 

 

（デリバティブ取引関係）

　　当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　　　　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　　当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)　 

　　　　該当事項はありません。　 

 

（企業結合等関係）

　　当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)　 

　　　　該当事項はありません。　

 

EDINET提出書類

前澤化成工業株式会社(E00861)

四半期報告書

20/24



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 2,238.95円

 

１株当たり純資産額 2,252.87円

 

 

　（注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　　　　　

 
当第１四半期連結会計期間末

（平成20年６月30日）

前連結会計年度 

（平成20年３月31日）

貸借対照表の純資産の部の合計額（千円）  34,888,478 35,105,593

普通株式に係る純資産額（千円） 34,813,170 35,029,542

差額の主な内訳（千円）

　少数株主持分

 

75,308

 

76,050

普通株式の発行済株式数（株） 15,732,000 15,732,000

普通株式の自己株式数（株） 183,150 183,150

１株当たりの純資産額の算定に用いられた

普通株式の数（株） 
15,548,850 15,548,850

 

    

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △4.17円

 
　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため、また、四半期純

損失のため記載しておりません。 
 

　

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純損失（△）（千円） △64,863

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △64,863

期中平均株式数（株） 15,548,850
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（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。 

 

（リース取引関係）

　　当第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)　

　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりま

　　すが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められない

　　ため、記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成20年８月６日

前 澤 化 成 工 業 株 式 会 社

取  締  役  会 　御  中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 浜　田　正　継　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 高　橋　　守　　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 柳　井　浩　一　　印

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている前澤化成工業株

式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日か

ら平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に

準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、前澤化成工業株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

 

 （注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　　 報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　 ２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。  
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